














61 パレイショ及びタマネギの損傷に関する研究� 

d max(Plate vl)=20.825hO70 

α� = 30.991 h 0.600 (5 ~20)
(20Ovil 

αmaxI7Oyl) 30.684h0541 二� 

サフイ� yクス� vl ピニル被覆を示す� 

被覆� 7mm径丸鋼による最大加速度は32cmの高

さまでは丸鋼のみの場合とほぼ同じ値を示すが，

落下高さが51.5cmに毒すると同じ圧砕損傷を生じ

た場合でもその程度が少なく最大加速度が増大し

ている。又被覆した20mm径丸鋼の最大力哩厚は� 

51.5cmの高さまで殆んど差がないが，落下高さが� 

100cmに達すると，被覆時の最大加速度が若干増

加する。被覆鉄板の場合には鉄板のみの時と問機� 
...- ー一ーーに裂傷が発生するが，ピニルが緩衝作用となるの

で，丸鋼のみに比較すると最大加速度は低い値を

示している。

このような圧砕損傷が伴った時の衝撃時の加速

度変化を図� 5-6に示している。この図は落下高

さが17cmの場合について示しているが，� (a) は

鉄板との衝撃時の最大加速度であり，圧砕損傷が

発生していないのでピークが� 1つだけ鮮明に現れ

ており，且つ接触時間は� 3msと短い。� 10mm径丸

鋼については� (b)に示すようにこの落下高さで

は打撲程度なのでピークの乱れが少ない。 しかし� 

(c)の7mm径丸鋼の場合では圧砕が発生するので，

ピークが2つ以上現れると同時に最大加速度値が

低くなり，丸鋼による圧砕作用が進行しているご

とを示している。従って接触時間は� 4msと鉄板に

比較して長くかかっている。更に最大加速度に達

する時間は鉄板との衝撃では 0.8~ 1.5msである

が，丸鋼との衝撃の場合ではピークが2つ以上で

きるので，最後のピークに達する時間は� 2~ 3ms 

かかり，接触時間の場合と同様に塊茎が破壊され

ている時には最大圧縮時間は長くかかる 。

又衝撃体の種類によって塊茎に生ずる損傷の状

態が異なるので，落下高さが� 100cmの場合につい

て損傷の� l例として表面並びに断面から見たもの

を図� 5-7に示している。塊茎と鉄板の衝撃の場

合では塊茎にNo.97のような亀裂が生じるか或は� 

No.98のような周皮が切れずに厚皮，髄部が破壊さ

れる。他方塊茎と丸鋼の衝撃についてはNo.108，� 
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Fig 5-6. Acceleration curve during impact 

with different impacters at the 

drop height of 17 cm 

No.109のように衝撃箇所が圧砕されて凹状に破壊

され，この圧砕損傷から亀裂が延長して走る。更に

圧砕損傷の断面を見ると直接損傷部を中心に内部

又は周辺に向って放射状に亀裂が入り，衝撃力がらた

きい程圧砕部の深さが増し，且つ亀裂が深く入る� O 

2. 被覆材の緩衝効果

本実験においては加速度変換器が振子の先端に

取付けられているので振子の重量，重心位置及び

振子の長さが一定値である� 従って加速度変換器O

の衝撃速度は図� 5-8に示すように� 1つのベキ関

数曲線になり，次式で表される O 

494V = 50.834 hO. (5 -21) 

振子の周期については最高落下高きが50cm (振

上げ角度600
) であるため振幅が大きく，且つ軸受

の抵抗を受けるので，周期は落下高さによって異



  

         

         

     
      

               

   

 
 

  
 

    
 

 

  

  
 

  
 

 
    

    
 

 

 
  

  

 

 

 
 

     
  

     

    
 

 

  
     

    

        
 
   

   

         

   




































